
学校教育目標：子どもの可能性を最大限に伸ばし、自立と社会参加を目指し、心豊かにたくましく生きていく子どもを育てる

学校経営方針：１０年後を見据え、子どもとともに成長・発展し続ける学校づくり
令和４年度学校経営の重点：「一歩前へ！ チャレンジ 小郡特支」

卒業後の目指す人物像 校訓：自立・友愛・希望（自分らしく 助け合って 心豊かに）
自らの役割を果たし、よりよい社会を創る人
人とかかわりながら、自らの人生を豊かに描き、創る人

教育的情熱にあ
ふれ、自らを高
め続ける教師

子どもたちのた
めに様々なこと
に気付き、
チームで共有し、
協働する教師

知的障がい教
育の高い専門
性を有し
保護者や地域
から信頼され
る学校

10年後を見据
え、成長・発
展し続ける
学校

令和５年度 福岡県立小郡特別支援学校 訪問教育部グランドデザイン

目指す教師像目指す学校像
目指す子ども像

自ら考えて行動する子ども高等部

粘り強く取り組む子ども中学部

学ぶ意欲をもった子ども小学部

もの・こと・人とかかわり生活を豊かに
する子ども
健康を保つ
様々な感覚活用の力を高める
ICTの活用や個々の表現手段によりコミュ
ニケーションの力を高める

訪問教育部

【学習指導】
（具体的目標）
〇年間指導計画に基づいた学習指導の充実

●具体的方策①
一人一人に応じた合理的配慮を踏まえ、個別
の教育支援計画や個別の指導計画を作成する。
●具体的方策②
ＩＣＴの活用や個々の表現手段により、児童
生徒のコミュニケーション能力を高める。

【児童生徒指導】
（具体的目標）
〇障がいの状態や特性に応じた指導内容の充実

●具体的方策①
個々の児童生徒に応じた学習をし、園外学習や
スクーリング等を通して、いろいろな体験の充
実を図る。
●具体的方策②
緊急時対応シミュレーションを行い、部内で共
通理解し事故防止に努める。

【チーム力向上】
（具体的目標）
〇職員の共通理解と、保護者や施設等との密な
連携

●具体的方策①
授業前後に、施設職員や保護者、関係職員と
情報交換を行い、児童生徒の共通理解を図る。

●具体的方策②
日常的に職員間で、児童生徒のことを共有し、
訪問教育に関する教材研究や専門性の向上に
努める。


